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　2010 年 7 月 8 日，無底枠畑圃場において，手押し式の小
型耕耘機（EL20，三菱ガス）を用い，表層 0.10 m まで全面








大起理化工業）を用い，耕耘前の 2010 年 6 月 11 日，およ
び耕耘後の同年 7 月 15 日に，互いに 3 m 以上離れた任意
の 4 点において貫入抵抗を測定した。測定深さは地表から
0.60 m までである。無底および有底の枠畑圃場のそれぞれ
において，直径 50 mm, 高さ 51 mm のステンレス製円筒
容器を用い，深さ 0.05，0.15，0.25，0.35 m より不撹乱土壌
を採取した。採取日および反復の個数を表 2 に示す。2010
年 6 月 11 日に，無底および有底枠畑圃場のそれぞれにお
いて深さ 0.05 m より採取した不撹乱土壌は，互いに 2 m 以
上離れた任意の点において採取した。同年 7 月 8 日の無底
枠畑圃場における土壌採取も，耕耘直後に同様の方法で







水係数を測定した。無底枠畑圃場の深さ 0.05 m より 2010













































ここに，θ0.32 と θ10.00 はそれぞれ，マトリックポテンシャルが
－0.32 m および－10.00 m の体積含水率（m3 m－3）である。
　⑸　耕耘の影響の評価
　無底枠圃場において，耕耘の前後（2010 年 6 月 11 日と
同年 7 月 8 日）に深さ 0.05 m から採取した不撹乱試料で
測定した間隙径分布に対し，t 検定を行った。また貫入抵
抗についても，深さ 0.025 m ごとに耕耘の前後で t 検定を
行った。有意水準は 5% である。
　⑹　水分動態の観測












ここに，Σθ は深さ 0.05，0.15，0.25 m で測定した体積含水









ここに，Σft は深さ 0.05，0.15，0.25 m の土壌の間隙率の和 
（m3 m－3）である。また，深さ 0.05，0.15，0.25，0.35 m にテ
ンシオメーターを埋設し，長谷川・粕淵 （1988）17） を参考に，




置し，降雨量を 10 分間隔でデータロガ （ーH21-001，Onset 
Computer Co.）に記録した。観測期間は 2011 年 8 月 10 日







前に 0.14 m3 m－3 であった粗間隙率が，耕耘によって 0.31 






























0.15 m までの間で 0.96～1.82 MPa, 0.15 m 以深では 0.60～
1.30 MPa であり，地表面付近において大きい値を示した





























　図 7 に，2011 年に観測した降雨量と土壌のマトリックポ
テンシャルの結果を表す。簡単のため，マトリックポテン
シャルは深さ 0.05，0.35 m のものを示した。観測期間中，
降雨が 589 mm あり，連続した降雨の合計が 50 mm を超え
た日（およびその際の降雨量）は 8 月 26 日（88.6 mm），
9 月 19～21 日（147.2 mm），11 月 19 日（64.2 mm）であった。





















までに，深さ 0.05 m よりも 3～5 日の遅れが生じた。また，
無降雨時のマトリックポテンシャルの低下は－4.00 m まで
であり，相対的に湿潤な状態が続いた。













　9 月 19～21 日の降雨翌日から 4 日目（9 月 22～26 日）に
は，日が経つにつれてマトリックポテンシャルが徐々に低
下するものの，ほぼ全層で下向きの水移動（排水）が行わ
れていた。降雨の 6 日後（9 月 27 日）には地表面付近で
上向きの水移動が生じており，深さ 0.25～0.35 m で動水勾
配がゼロとなり，排水が終了したことを示していた。その
後全層で上向きの水移動に転じた（9 月 30 日）（図 8a）。10
月 21～22 日の降雨後の変化も類似しており，排水が停止
し，その後全層で上向きの水移動に転じたのは降雨の 6 日




























































































































attention to drainage and water retention of upland  fields.   Further,  it  is required to assess effects of 
cultivation on  those  soil properties  in addition  to  soil mechanical  impedance  for an appropriate  soil 
management.   Therefore, soil mechanical  impedance, water retention, and drainability of  top soil  layer 
were  investigated at upland plots of  the Experimental Field of  the Department of Bioproduction and 
Environment Engineering, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of Agriculture.  
The following was revealed.  1) Cultivation increased macro-porosity and saturated hydraulic conductivity, 
and decreased soil mechanical  impedance.    It decreased the variability of  the porosity and mechanical 
impedance resulting in uniform soil physical condition.  2) The soil did not suffer from water-logging even 
after sufficient rain fall.  The matric potential of surface soil was －0.30 m the next day or two days after 
rain.  The matric potential of the bottom of the top layer was －0.30 to －0.40 m, and the saturation degree 
was 74 to 75% when the drainage ceased and upward water migration started.  Further, it took 6 days 
for the top layer to cease drainage.  3) It is important to keep drainability since slight decreases in macro-
porosity result in significant decreases in the saturated hydraulic conductivity.  4) Since the matric potential 
decreased down to near the depletion of soil moisture content for optimum growth after consecutive dry 
days, some measures to prevent evaporation including mulching are suggested to be effective.
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